
新
聞
』
を
主
宰
し
た
ほ
か
、

代
議
士
と
し
て

政
界
に

活
躍
す
る
。

さ
て

記
事
は
、

横
浜
に

出
入
港
す
る
船
舶
の

紹
介
や
、

貿
易
に

関
す
る
情
報
を
主
体
と
し
、

こ

れ
に

内
外
の
ニ

ュ

ー
ス

を
加
え
た
。

広
告
の

分
量

も
、

す
こ

ぶ
る
多
い
。

同
紙
の

経
営
が
主
と
し
て

広
告
の

収
入
に

頼
っ

て
い

た
た
め
で

あ
っ

た
。

広
告
の

文
面
も
当
時
の

世
相
を
反
映
し
て
い

て

興

味
深
い

も
の

が
あ
る
。

紙
面
は
明
治
四
年
四
月
か
ら
、

四
ペ

ー
ジ
建
て
と
な
っ

た
。

記
事
の

内
容
も
、

そ
れ
だ
け
豊
富
と
な
る
。

翌
明
治
五
年
（
一

八
七
二

）、

発
行
所
は

本
町
六
丁
目
に

移
り
、

社
名
も
横
浜
毎
日
新
聞
会
社
と
改
め

た
。

当
時
に
お

け
る
気
鋭
の

人
士
は
、

ぞ
く
ぞ
く
と
新
聞
会
社
に

集
ま
り
、

思
う
ま
ま

に

健
筆
を
ふ
る
っ

た
。

創
刊
当
時
の

紙
代
は
、

一

日
に
つ

き
一

匁
（
一

銭
六
厘
六
毛
）、
一

か
月
に
つ

き
二

十
四
匁
（
約
四
十
銭
）、
一

年
分
で

は
二
百
五
十
匁
（
約
四
円
）
で

あ
っ

た
。

そ

れ
が

明
治
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
、

「
紙
幅
を
相
拡
め

」
る
た
め

と
称
し
て
、

一

日
に
つ

き
一

匁
五
分
に

値
上
げ
す
る
。

一

か
月
で

三
十
六
匁
、

一

年
で

三
百
六
十
匁
、

と
な
っ

た
。

な
お
広
告
料
は
、

十
日
ま
で

な
ら
ば
一

字

に
つ

き
一

分
、

一

か
月
以
上
に

な
る
と
一

字
に

つ

き
五
厘
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

百
字
分
の

広
告
を
一

か

月
に

わ
た
っ

て

掲
載
す
る
と
き
は
、

五
匁
（
八
銭
三
厘
）

を
要
し
た
わ
け
で

あ
る
。

こ

う
し
て

社
業
は
日
を
追
っ

て

発
展
し
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
六
月
に

は

妻
木
頼
矩
を
編
集
長
に

む
か

え
た
。

月
俸
五
十
円
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
当
時
と

し
て

は
高
給
で

あ
る
。

同
年
の

う
ち
に

は

文
章
方
（
記
者
）
と
し
て

栗
本
鋤
雲

『横浜毎日新聞』（明治4年8月25日付）
国立国会図書館蔵
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や
島
田
三
郎
が
入
社
し
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
に
は
仮
名
垣
魯
文
も
雑
報
記
者
と
な
っ

た
。

同
年
十
二

月
に
は
島
田
が
編
集
長
と
な
り
、

一

八
七

五
年
に

は
肥
塚
龍
も
入
社
し
た
。

こ

れ
ら
の

記
者
た
ち
が
、

折
り
か
ら
高
ま
っ

て

き
た
民
権
の

論
を
展
開
す
る
。

政
府
は
一

八
七
五
年
六
月
二

十
八
日
、

讒
謗
律
を
発
し
て
、

言
論

の

弾
圧
を
加
え
た
が
、

こ

れ
に

屈
す
る
こ

と
な
く
新
聞
は
政
府
攻
撃
の

論
陣
を
張
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

間
、

発
行
所
は
本
社
屋
を
新
設
す
る
た

め
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
五
月
か
ら
元
浜
町
四
丁
目
に

仮
社
屋
を
建
て

て

移
っ

て
い

た
が
、

一

八
七
五
年
に
は
広
壮
な
西
洋
館
が
落
成
し
、

再
び

本
町
に

も
ど
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

『
横
浜
毎
日
』
の
後
身

や
が
て

明
治
も
十
二

年
を
む
か
え
る
。

同
年
十
一

月
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
、

創
刊
こ

の

か
た
号
数
も
二

千
六
百
八
十

号
を
こ

え
た
。

し
か
し
横
浜
は
、

貿
易
港
と
し
て

発
展
を
つ

づ
け
て
い

る
と
は
い

え
、

す
で

に

政
治
や
経
済
、

さ
ら
に

文
化
の

中
枢
は
東
京
に

移
っ

て
い

る
。

当
時
の

東
京
に
お
い

て

も
『
東
京
日
日
新
聞
』
や
『
朝
野
新
聞
』
ま
た
『
郵
便
報
知
新
聞
』
な
ど
有
力
な
日

刊
新
聞
が
つ

ぎ
つ

ぎ
に

発
刊
さ
れ
て
お
り
、

こ

れ
に

対
し
て

横
浜
は
「
七
里
僻
地
ノ

不
便
ナ
キ
能
ハ

ズ

」
と
い

う
状
況
に
お
か
れ
て

い

た
。

も
は
や

「
政
策
方
向
ノ

如
何
ヲ

探
リ
、

…
…
内
国
商
況
ノ

如
何
ヲ

察
セ

ン

ト
セ
バ
、

東
京
ヲ

除
テ
他
ニ

其
超
過
シ

タ
ル

場
所
ア
ル

ヲ

見
ズ

」
と

考
え
ら
れ
た
。

こ

こ

に
お
い

て

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
を
主
宰
す
る
島
田
三
郎
は
、

東
京
で

共
に

政
治
を
論
じ
て

き
た
知
友
の

沼
間
守
一

と
は
か

り
、

出
資
者
の

了

解
を
得
て
、

本
社
を
東
京
に

移
転
す
る
に

至
っ

た
の
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
明
治
十
二

年
（
一

八
七
九
）
年
十
一

月
十
八
日
、

第
二

千
六
百
九
十
号
を
も

っ

て
、

発
行
所
を
東
京
の

京
橋
に

移
し
、

紙
名
も
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
と
改
め
た
。

本
町
の

社
屋
は
「
横
浜
局
」
と
な
っ

た
。

社
長
に
は
沼
間

が
就
任
し
、

島
田
は
主
筆
と
な
る
。

本
町
の

社
屋
に
は
「
従
来
ノ

編
輯
員
数
名
ヲ

置
キ
、

横
浜
内
外
ノ

商
況
ヲ

詳
ニ

シ
、

以
テ
読
者
ニ

報
道
ス

ル

ヲ

怠
ラ
ズ

」
と
い

う
姿
勢
を
と
っ

た

け
れ
ど
も
、

ま
た
紙
名
に

「
横
浜
」
の

文
字
が
残
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

も
は
や
『
東
京
横
浜
毎
日

』
は
、

横
浜
の

新
聞
で

は
な
く
な
っ

た
。

こ

の

と
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き
を
も
っ

て

神
奈
川
県
下
に
は
、

有
力
な
新
聞
が
消
え
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

れ
よ
り
『
東
京
横
浜
毎
日

』

は
東
京
に
お

け
る

有
力
紙
と

し

て
、

中
央
の

政
界
や
言
論
界
に

重

き
を
な
す
。

さ
ら
に
一

八

八
六

（
明
治
十
九
）
年
五
月
一

日
に

は
、

紙
名
か
ら
「
東
京
横
浜
」
の

文
字

も
削
ら
れ
、

単
に

『
毎
日
新
聞
』

と
称
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

本
社

も
尾
張
町
に

移
さ
れ
た
。

こ

の
こ

ろ
の

同
紙
は
、

一

八
八

一

年
四
月
に

結
成
さ
れ
た
改
進
党

の

機
関
紙
と
な
っ

て
い

る
。

社
長
は
沼
間
、

主
筆
が
肥
塚
、

監
事
が
島
田
で

あ
っ

た
。

一

八
九
〇
年
に

沼
間
が
死
去
す
る
と
、

島
田

が
社
長
と
な

り
、

一

九
〇
七
年
に

及
ん
だ
。

そ
の

間
の

明
治
三
十
年
八
月
七
日
『
毎
日

』
は
横
浜
で

創
刊
さ
れ
て
か
ら
八
千
号
を
数
え
て

い

る
。

な
お
、

こ

の

『
毎
日
新
聞
』
は
、

そ
の
こ

ろ
の

競
争
紙
で

あ
っ

た
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
も
ち
ろ
ん
、

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
お
よ
び
そ
の

後
身
で

あ
る
現
在
の

『
毎

『東京横浜毎日新聞』第2690号（明治12年11月18付）
国立国会図書館蔵

『毎日新聞第』4623号（明治19年9月1日付）
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日
新
聞
』
と
は
、

ま
っ

た
く
関
係
の

な
い
、

別
箇
の

新
聞
で

あ
る
。

二
　
初
期
の

新
聞
と
雑
誌

各
種
新
聞
の
発
行

さ
き
に
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
を
発
行
し
た
横
浜
活
版
社
は
、

こ

の

新
聞
と
は
別
に
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
十
一

月
か
ら
『
金

港
雑
報
』
を
発
刊
し
た
。

こ

れ
は
広
告
文
に

掲
げ
ら
れ
た
通
り
「
毎
日
新
聞
紙
中
よ
り
抜
萃
致
し
、

且
遺
漏
の

分
を
増
補
し

て

出
版
」
し
た
冊
子
型
の

も
の

で

あ
っ

た
。

一

冊
の

代
価
は
銀
二

匁
（
約
三
銭
三
厘
）
で

あ
り
、

翌
五
年
四
月
の

第
二

十
九
号
ま
で
、

つ

づ
け
て

刊

行
さ
れ
た
。

明
治
五
年
二

月
二
日
か
ら
は
、

同
じ
く
横
浜
活
版
社
か

ら
『
毎
週
新
聞
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

こ

れ
も
冊
子
型
で

広
告
文
に
よ
れ
ば
「
外
国
の

新
聞

紙
を
翻
訳
す
れ
共
、

長
文
に

し
て

毎
日
新
聞
紙
へ

摺
出
兼
候
分
を
一

冊
に

纒
め

」
た

も
の

で

あ
っ

た
。

代
価
は
明
ら
か
で

な
い
。

週
刊
を
め
ざ
し
た
が
、

実
際
に
は
十
日

ほ
ど
の

間
隔
で

『
金
港
雑
報
』
と

並
行
し
て

発
行
さ
れ
た
。

し
か
し
『
毎
週
新
聞
』

も
同
年
八
月
、

第
十
二

号
を
発
行
し
た
ま
ま
、

廃
刊
さ
れ
て

し
ま
っ

た
。

そ
の

後
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
六
月
に
は
『
五
州
雑
報
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

発

行
所
は
横
浜
新
聞
会
社
、

印
刷
所
は
横
浜
活
版
社
で

あ
る
。

や
は
り
『
横
浜
毎
日

』

と
は
違
っ

た
編
集
方
針
を
と
り
「
中
外
各
種
の

新
聞
に

就
て
、

其
最
も
奇
事
美
談
に

渉
る
者
を
拾
ひ
、

凡
天
地
万
物
の

創
見
・

器
械
・

技
芸
・

農
桑
・

牧
畜
の

発
明
等
、

「毎週新聞」第1号（明治5年）
東京大学法学部明治新聞雑誌文庫蔵
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世
に

稗
益
あ
る
者
、

及
才
智
を
益
す
べ

き
者
を
輯
録
し
」
た
。

今
日
の

科
学
記
事
ま
で

採
録
し
た
わ
け
で

あ
っ

て
「
萃
を
抜
き
英
を
結
び
、

机
上
の

珍

玩
に

供
せ
ん

」
と
し
た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

れ
も
所
期
の

売
行
き
を
得
な
か
っ

た
ら
し
く
、

同
年
十
一

月
に

第
十
六
号
を
も
っ

て

廃
刊
さ
れ
た
。

こ

れ
よ
り
さ
き
、

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
十
一

月
に
は
、

当
時
の

足
柄
県
に
お
い

て

『
足
柄
新
聞
』
が
発
刊
さ
れ
て
い

る
。

足
柄
県
の

境
域
は
、

今
日
の

神
奈
川
県
西
半
か
ら
静
岡
県
の

東
部
（
伊
豆
）
に

わ
た
っ

て

お

り
、

県
庁
は
小
田
原
に

置
か

れ

た
。

こ

れ
ま
で

神
奈
川
県
下
の

新
聞
と
い

え

ば
、

こ

と
ご
と
く
横
浜
に

お
い

て

発
行
さ
れ
て
い

る
。

こ
こ

に

及
ん
で
、

横
浜
に

く
ら
べ

れ
ば
開
化
の

遅
れ
た
足
柄
県
か
ら
も
、

独
自
の

新
聞
が
誕

生
し
た
こ

と
は
、

注
目
に

価
す
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

発
刊
に

あ
た
っ

て

は
、

足
柄
県
の

地
域
が
「
地
勢
狭
隘
、

人
民
固
陋
、

随
テ
新
見
異
事
ノ

伝
播
極
メ

テ
遅
ク
、

刊
行
ノ

料
に

充
ル

モ

ノ

亦
多
カ
ラ

ザ
ル

ベ

シ

」
と
称
し
て
い

る
。

け
れ
ど
も
記
事
は
、

県
の

人
事
か

ら
県
政
一

斑
、

さ
ら
に

県
下
の

事
件
な
ど
、

多
岐
に

わ
た
っ

て
お
り
、

中
央
か
ら

の

布
達
も
掲
げ
て
い

る
。

ま
さ
し
く
地
方
新
聞
と
し
て
、

独
特
の

報
道
を
な
し
て
い

た
の

で

あ
っ

て
、

こ

の

地
方
の

動
き
を
見
る
上
に
は
貴
重
な
記

録
と
い

う
こ

と
が
で

き
よ
う
。

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
に
は
第
一

号
お
よ
び
第
二

号
を
発
行
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
一

月
に

改
め
て

同
年
の

第
一

号
を
発
行
し
た
。

以
後
、

五
月
発
行
の

第
八
号
ま
で

は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い

る

が
、

い

つ

ま
で

続
刊
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で

な
い
。

『
仮
名
読
新
聞
』

東
京
に
お
い

て

は
、

明
治
五
年
二

月
『
東
京
日
日
新
聞
』

が
創
刊
さ
れ
、

三
月
に

『
日
新
真
事
誌
』
、

六
月
に

『
郵

便
報
知
新
聞
』
が
発
刊
し
た
。

こ

れ
ら
は
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
と
同
じ
く
、

い

わ

ば
政
論
新
聞
と
し
て

知
識
層
を
対
象
と
し
、

当
時
は

〝

大
新
聞
〞

と
呼
ば
れ
た
。

記
事
も
固
い

文
章
で
、

大
衆
に
は
難
解
で

あ
っ

た
。

こ

れ
に

対
し
て

平
易
な
文
章

「足柄新聞」第1号（明治5年）
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で
、

世
上
の

で

き
ご
と
を
、

時
に
は
興
味
本
位
の

筆
致
で

報
道
す
る
〝

小
新
聞
〞

が
あ
ら
わ
れ
る
。

一

八
七
四
（
明
治
七

）年
十
一

月
に
創
刊
さ
れ
た

『
読
売
新
聞
』
や
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）年
四
月
発
刊
の

『
平
仮
名
絵
入
新
聞
』
は
、

ま
さ
し
く
読
者
を
大
衆
に

求
め
た
小
新
聞
で

あ
っ

た
。

つ

づ
い

て
一

八
七
五

年
十
一

月
一

日
に

横
浜
で

発
刊
さ
れ
た
の

が
、

仮
名
垣
魯
文
の

『
假
名
読
新
聞
』
で

あ
っ

た
。

魯
文
は
神
奈
川
県
庁
に

勤
め

な
が
ら
、

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
の

雑
報
記
者
と
し
て

活
躍
し
、

文
名
す
こ

ぶ
る
高
か
っ

た
。

そ
し
て
一

八
七
五
年
に
は
県
庁
を
退
職
し
、

新
聞
を
発
刊

す
る
に
至
る
。

発
行
所
は
横
浜
新
聞
社
で
、

支
局
を
東
京
新
橋
の

文
明
社
に

設
け
た
。

第
一

号
の

巻
頭
に
曰
く
。

東
西

〱
発
行
の

三
番
叟
よ
り
五
評
判
に
預
か

り
升
た
読
売
と

平
仮
名
の

両
新
聞
の

中
間
を
潜
り

鵜
の

真
似
す
る
か
ら
す
飛
も

毎
日
新
聞

元
祖
の

本
社
開
業
以
来
の

お

得
意
を
外
へ

は
や
ら
じ
と

す
ゞ

り
を
鳴
ら
し

曲
り
な
り
に
も
仮
名
釘
流
お
邪
魔
に
の

た
く
る
蚯
蚓
書

弥
々

今

月
今
日
よ
り
隔
日
毎
に

出
刷
升
れ
バ

と
つ

は
一

偏
に
お
購
求
を
ね
が
ひ
升

こ

の

よ
う
な
文
体
で
、

横
浜
や
東
京
を
は
じ
め
内
外
の

風
聞
を
興
味
深
く
報
道
し
た
。

官
庁
よ
り
の

布
達
を
「
官
令
」
と
し
、

ニ

ュ

ー
ス

を
「
新

聞
」
と
し
て

掲
げ
た
ほ
か
、

投
書
の

「
寄
書
」
に
は
端
唄
や
狂
歌
も
収
め
る
。

ま
た
「
広
告
」
も
の

せ
た
。

し
た
が
っ

て

「
モ

シ

旦
那
へ

此
節
ハ

新

聞
が
は
や
り
升
が

大
き
い

の
ハ（
大
新
聞
は

）わ
た
く
し
共
に
ハ

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら

半
分
程
は
読
ま
せ
ん

其
上
に

毎
月
の

事
だ
か
ら

読
に
ひ
ま
が

か
ゝ

る
の

で
い

け
ま
せ
ん
子
エ

夫
に
つ

け
て

も
読
売
絵
入

今
度
出
来
た
仮
名
読

此
三
ツ

に
限
り
升
ヨ

す
こ

し
読
た
り
な
い

く
ら
い

で

あ
し
た
を

待
の

が
楽
し
み
で

す
子
エ

」（
第
二

号
）
と
い

う
よ
う
な
好
評
を
得
た
の

で

あ
っ

た
。

体
裁
は
構
長
の

紙
面
に

二

段
組
、

二
ぺ

ー
ジ
建
て

で

あ
っ

た
。

当
初
は
発
刊
の

辞
に

も
あ
る
と
お
り
隔
日
刊
で

あ
っ

た
が
、

明
治
九
年（
一

八
七
六

）

八
月
十
七
日
か
ら
は
日
刊
と
な
る
。

定
価
は
一

枚
に
つ

き
七
厘
五
毛
、

一

か
月
で

は
前
金
九
銭
、

三
か
月
で

は
二

十
五
銭
で

あ
っ

た
。

こ
の

代
金
に

つ

い

て
、

一

部
を
八
厘
で

売
り
つ

け
ら
れ
た
と
、

元
町
の

読
者
か

ら
投
書
が
あ
っ

た
。

こ

れ
に

魯
文
は
次
の

よ
う
に

答
え
て
い

る
（
第
五
号

）。

元
町
の

坊
ち
や
ん

お

前

贔
負
に
し
て

よ
く
買
て
お
く
れ
だ
ね
へ

有
難
た
う
一

枚
売
ハ

七
厘
五
毛
に

違
ひ
な
い

の
ハ

新
聞
の

末
に

書
た
通
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り
だ
よ

若
し
売
子
が
八
厘
だ
と
い

っ

た
ら
定
価
部
を
証
拠
に

扱
ひ
所
へ

で

も
引
張
て

お

出
な
さ
い

後
の

為
だ
か
ら

思
ふ

さ
ま

い

ぢ
め
て
お

や
り

頼
み
ま
し
た
よ
　
編
者
　
か
な
が
き
う
ぶ
ん

こ

う
し
て

『
仮
名
読
』
は
「
四
方
看
客
の

愛
顧
に

よ
り
漸
々

盛
大
に

」
な
っ

て

い
っ

た
。

し
か
し
当
時
の

新
聞
は
「
専
ら
東
京
の

事
情
を
記
す
る

を
面
目
と
致
す
に

付
き

何
分

七
里
間
の

鉄
道
に
て

府
下
の

種
子
を
持
越
し
て
ハ

腐
れ
易
い

と
申
す
処
よ
り
」
一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
三
月
か
ら

は
、

発
行
所
を
東
京
の

京
橋
に

移
し
て

し
ま
っ

た
の

で

あ
る
。

社
名
も
「
仮
名
読
新
聞
社
」
と
改
め
ら
れ
た
。

評
判
の

新
聞
が
、

こ

こ

で

も
神
奈
川

県
下
か
ら
消
え
て
い

る
。

文
明
開
化
の

さ
き
が
け
を
な
し
た
横
浜
で

あ
っ

た
が
、

明
治
十
年
代
に
は
新
し
い

文
化
の

舞
台
が
、

つ

ぎ
つ

ぎ
横
浜
か
ら

東
京
へ

と
移
っ

て
い

っ

た
の

で

あ
っ

た
。

ポ
ン
チ
絵
の
登
場

幕
末
の

横
浜
に
は
、

英
文
の

漫
画
雑
誌
も
発
行
さ
れ

て

い

た
。

洋
画
の

技
法
を
わ
が
国
に

伝
え
た
ワ

ー
グ

マ

ン

C
harles W

irg
m

a
n

の

発
行
に
よ
る
も
の

で

あ
り
、

題
名
を
『
ジ
ャ

パ

ン

・

パ

ン

チ

T
h
e 

Japan
 P

u
n
ch

』
と
い

う
。

創
刊
は
文
久
二

年
（
一

八

六
二

）
七
月
と
い

わ
れ
て

い

る
。

体
裁
は
、

和
紙
を
十
余
枚
つ

づ
っ

て
、

第

一

頁
を
表
紙
と
し
、

大
き
さ
は
タ
テ
35

〓
、

ヨ

コ

25

〓
で

あ
っ

た
。

初

め
は
木
版
刷
で

あ
っ

た
が
、

の

ち
に

石
版
刷
と
な
っ

て

い

る
。

題
名
の
パ

ン

チ
と
は
、

パ

ン

チ

ネ
ロ

P
u
n
c
h
in

e
llo

を
略
し
た
も
の

で
、

あ
や
つ

り
人
形

の

主
人
公
で

あ
り
、

大
き
な
曲
っ

た
鼻
を
も
っ

て
い

た
。

ロ

ン

ド
ン

で

は
、

す
で

に
一

八
四
一

（
天
保
十
二

）年
『
パ

ン

チ

』
の

題
名
で

雑
誌
が
発
行
さ
れ

『ジヤパン・パンチ』表紙（1866年）
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て
い

る
。

こ

れ
を
模
し
て

ワ
ー
グ
マ

ン

は
、

横
浜
居
留
地
の

外
人
む
け
に
、

諷
刺
を
こ

め
た
絵
入
り
雑
誌
を
発
刊
し
た
の
で

あ
っ

た
。

ワ

ー
グ
マ

ン

に
つ

い

て

は
、

そ
の

生
年
月
日
も
、

横
浜
に

来
た
正
確
な
日
付
も
、

さ
ま
ざ
ま
の

説
が
あ
っ

て

明
ら
か
で

は
な
い
。

し
か
し
外
人
墓

地
に

あ
る
墓
碑
や
、

イ
ギ
リ
ス

の

記
録
か
ら
見
て
、

一

八
三
二

年
八
月
、

ロ

ン

ド
ン

に

生
ま
れ
た
、

と
考
え
て
よ
い

で

あ
ろ
う
。

日
本
へ

は
、

『
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
テ
ド
・

ロ

ン

ド
ン
・

ニ

ュ

ー
ス

T
h
e
 

Illu
stra

te
d
 

L
o
n
d
o
n
 
N

e
w

s

』
の

特
派
員
と
し
て
、

お
そ
ら
く
は
文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
七

月
、

横
浜
に

着
い

た
。

日
本
に

来
る
前
は
中
国
に

あ
っ

て
、

取
材
に

当
た
っ

て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

訪
日
の

と
き
、

二

十
九
歳
に

達
し
て
い

た
。

横
浜
に

住
み
つ

い

た
ワ

ー
グ
マ

ン

は
、

そ
の

目
に
ふ
れ
る
日
本
の

風
物
や
生
活
、

ま
た
幕
末
の

諸
事
件
を
、

丹
念
に
ス

ケ
ッ

チ
し
て

は
ロ

ン

ド
ン

に

送
っ

た
。

そ
の

絵
と
記
事
が
ロ

ン

ド
ン

の

紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
こ

と
は
、

い

う
ま
で

も
な
い
。

同
時
に
そ
れ
は
、

日
本
を
紹
介
す
る
資
料
と
も
な

っ

た
。

こ

の

よ
う
に

記
者
と
し
て

活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、

日
本
に
お
け
る
漫
画
雑
誌
の

先
駆
と
も
い

う
べ

き
『
ジ
ャ

パ

ン
・

パ

ン

チ

』
を
発
刊
し
た

の

で

あ
る
。

刊
行
は
不
定
期
で

あ
っ

た
が
、

明
治
に

及
ん
で

も
続
刊
さ
れ
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
六
月
に

廃
刊
さ

れ
る
ま
で
、

約
百
七
十
号

を
数
え
た
。

発
刊
の
一

年
あ
ま
り
後
（
文
久
二
年
あ
る
い

は
三
年
）
に
は
小
沢
カ
ネ
と
結
婚
し
、

そ
の

間
に

男
子
、

小
沢
一

郎
（c

h
a
r
le

s

）
を
も
う
け

て
い

る
。

ワ

ー
グ
マ

ン

の

も
と
に

出
入
り
し
て

油
絵
を
学
ぶ
者
も
多
く
、

明
治
前
期
の

画
壇
に

登
場
し
た
五
姓
田
芳
柳
、

そ
の

子
の

義
松
、

高
橋
由

一

、

川
上
冬
崖
、

山
本
芳
翠
、

小
林
清
親
ら
は
、

い

ず
れ
も
直
接
に

教
え
を
受
け
た
者
た
ち
で

あ
っ

た
。

さ
て

『
ジ
ャ

パ

ン
・

パ

ン

チ

』
は
、

日
本
人
の

間
で

は
「
ポ
ン

チ

」
と
呼
ば
れ
た
。

福
地
桜
痴
も
「
西
洋
新
聞
紙
中
、

ポ
ン

チ

と

い

ふ

も
の

あ

り
、

是
は
鳥
羽
絵
の

風
に
て
、

可
笑
き
絵
組
を
取
認
め
、

基
中
に

寓
意
あ
り
…
…
」
と
註
し
て
い

る
（
明
治
元
年
『
江
湖
新
聞
』）。
こ

こ

か
ら
〝

ポ
ン

チ
絵
〞

と
い

う
語
が
生
ま
れ
た
。

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
七
月
に

は
『
ジ
ャ

パ

ン
・

パ

ン

チ

』
を
ま
ね
て
、

仮
名
垣
魯
文
が
『
絵
新
聞
日
本
地
』
を
、

横
浜
桜
木
町
か

ら

発
行
し

た
。

発
行
に

当
た
っ

て
は
「
自
今
在
留
の

英
人
ワ

ク
マ

ン

氏
が
鼓
筆
の

ポ
ン

チ
に

模
擬
し
号
し
て
日
本
地
と
題
す
」
と
記
し
て
い

る
。

こ

の

雑
誌
は
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二

号
で

廃
刊
さ
れ
た
が
、

や
が
て
一

八
七
七
（
明
治
十

）
年
三
月
、

東
京
に

お
い

て

『
團
々

珍
聞
』
が
発
刊
さ
れ
る
に
至
る
。

ワ

ー

グ
マ

ン

は
一

八
八
七
（
明
治
二

十

）
年
秋
、

い

っ

た
ん
イ
ギ
リ
ス

に

帰
っ

た
。

そ
の

た
め
雑
誌
も
廃
刊
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

し
か
し
住
み
な

れ
た
横
浜
を
忘
れ
る
こ

と

が

で

き
ず
、

再
び
来
日
す
る
。

間
も
な
く
病
床
に

伏
し
、

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
二

月
八
日
に

死
去
し
た
。

五
十

八
歳
で

あ
っ

た
。

そ
の

墓
は
山
手
の

外
人
墓
地
に

あ
る
。

毎
年
二

月
八
日
に

は
「
ポ
ン

チ
は
な
ま
つ

り
」
が
営
ま
れ
て

い

る
。

三
　
洋
式
の

建
造
物

鉄
橋
と
洋
風
建
築

い

わ
ゆ
る
関
内
と
関
外
と
を
つ

な
ぐ
た
め
に
、

吉
田
新
田
の

堤
か
ら
、

太
田
新
田
の

堤
に

か

け
て
、

そ
の

間
を
流
れ
る
堀
割

の

上
に

架
け
ら
れ
た
の

が
、

吉
田
橋
で

あ
る
。

安
政
六
年
（
一

八
五
九

）
の

開
港
直
後
、

応
急
の

施
設
と

し
て

長
い

木
造
の

橋
が
架
け
ら
れ
、

当
初
は
新
大
橋
と
呼
ば
れ
た
。

や
が
て
、

こ

の

大
橋
も
使
用
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
た
め
、

文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
に

は
、

そ
の

南
方
に

新
し
い

橋
が
架
け
替
え
ら
れ
た
。

し
か
し
港
ヨ

コ

ハ

マ

の

発
展
に

し
た
が
っ

て
、

交
通
量
は
日
ま
し
に
ふ

え
、

新
し
い

橋
も
損
傷
が
は

げ
し
く
な
る
。

慶
応
三
年
（
一

八
六
七

）
九
月
に

は
、

と
り
あ
え
ず
仮
橋
を
設
け
て
、

本
橋
の

補
修
を
ほ
ど
こ

し
た
。

こ

の

と
き
地
元
の

住
民
か
ら
は
、

永
代
の

使
用
に

堪
え
る
鉄
製
の

橋
を
架
け
て

ほ
し
い

と
の

要
望
が
あ
が
り
、

居
留
地
の

外
交
団
も
ま
た
、

鉄
橋

の

建
造
を
う
な
が
し
た
。

こ

う
し
て

幕
府
も
、

つ

い

に

鉄
橋
を
架
設
す
る
計
画
を
立
て

る
に

至
っ

た
が
、

や
が
て

時
勢
は
変
わ
っ

て

明
治
の

世
と
な

る
。

新
政
府
は
、

燈
明
台
役
所
の

お
雇
い

技
師
ブ
ラ
ン

ト
ン

に

設
計
を
委
任
し
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九

）
の

初
め
か

ら
工

事
に

着
手
し

た
。

ま
ず

堅
固
な
護
岸
工

事
を
ほ
ど
こ

し
、

イ
ギ
リ
ス

か
ら
取
り
寄
せ
た
鉄
材
を
も
っ

て
、

十
一

月
に

は
日
本
最
初
の

鉄
橋
が
完
成
す
る
。

幅
五
㍍
、

長
さ
二

十
四
㍍
、

工
費
は
七
千
円
余
り
で

あ
っ

た
。

鉄
橋
の

威
容
に
、

当
時
の

人
び
と
は
驚
き
の

目
を
見
は
り
、

と
く
に

〝

か
ね
の

は
し
〞

と
呼
ば
れ
て
、
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そ
の

名
は
全
国
に
ひ
び
き
わ
た
っ

た
。

と
こ

ろ
が
関
内
と
関
外
の

埋
立
て
が
進
む
に
つ

れ
て
、

橋
詰
め
の

地
点
が
低
く
な
る
。

明
治
四
年
十
一

月
に

吉
田
橋
の

関
門
が
撤
廃
さ
れ
て
か
ら

後
、

交
通
量
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、

橋
台
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
に
至
っ

た
。

こ

の

難
工
事
を
請
け
負
っ

た
の

が
、

信
州
出
身
の

土
建

業
者
、

宮
坂
初
太
郎
と
土
屋
茂
十
郎
の

両
名
で

あ
る
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
三
月
、

七
日
間
昼
夜
兼
行
の

工
事
を
も
っ

て
、

み
ご
と
に

引
上
げ

を
達
成
し
た
。

こ

う
し
て

吉
田
橋
は
、

一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
、

新
し
い

鉄
橋
に

架
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
、

長
く
交
通
の

要
衝
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の

で

あ
る
。

横
浜
の

中
枢
に

架
け
ら
れ
た
〝

か
ね
の

は
し
〞

は
、

ま
さ
し
く
開
化
の

産
物
で

あ
っ

た
。

開
化
の

建
造
物
は
、

鉄
橋
だ
け
で

は
な
い
。

開
港
か
ら
数
年
を
へ

る
と
、

横
浜
の

街
頭
に
は
洋
風
の

居
館
が
建
ち
始
め
て
い

る
。

外
国
人
の

要
求

に

し
た
が
っ

て
、

日
本
人
の

大
工
が
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に

建
て

た
も
の
で

あ
っ

た
。

日
本
人
に
は
洋
風
と
感
じ
ら
れ
て

も
、

実
質
は
日
本
在
来
の

木

造
建
築
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ

た
。

と
こ

ろ
で

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
十
月
二

十
日
、

横
浜
は
空
前
の

大
火
に

見
舞
わ
れ
る
。

い

わ
ゆ
る
〝

豚
屋
火
事
〞

で

あ
っ

て
、

居
留
地
の

め

ぼ
し
い

建
物
も
こ

と
ご
と
く
灰
に

な
っ

た
。

し
か

も
、

こ

の

大
火
の

経
験
か

ら
、

今
後
の

建
物
は
耐
火
構
造
で

あ
る
こ

と
、

ま
た
街
区
に

防
火
設
備

を
ほ
ど
こ

す
こ

と
の

必
要
が
認
め
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

居
留
地
は
も
ち
ろ
ん
、

こ

れ
に

近
接
す
る
日
本
人
町
の

建
物
は
、

瓦
ぶ
き
の

屋
根
、

煉
瓦
造

ま
た
は
石
造
（
あ
る
い

は
厚
い

石
灰

）
に

す
る
と
い

う
規
則
も
定
め
ら
れ
た
。

日
本
人
も
ま
た
、

洋
風
建
築
の

家
に

住
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
の
で

あ

る
。

こ

う
し
て

横
浜
に
は
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

洋
風
建
築
が
建
て

ら
れ
て

ゆ
く
。

慶
応
三
年
（
一

八
六
七

）
九
月
に
は
、

本
町
一

丁
目
（
現
在

神
奈
川
県
庁
所

在
地

）
に

石
造
二

階
建
て

の

横
浜
運
上
所
が
落
成
し
た
。

こ

れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の

洋
風
建
築
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。

つ

い

で

横
浜
役
所
が
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